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本書は、（社）情報通信技術委員会が著作権を保有しています。 

内容の一部又は全部を（社）情報通信技術委員会の許諾を得ることなく複製、転載、改変、

転用及びネットワーク上での送信、配布を行うことを禁止します。 
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＜参考＞

１．国際勧告等との関連

　本標準は、１９９９年２月の国際電気通信連合電気通信標準化部門（ＩＴＵ－Ｔ）ＳＧ１３全体会合に

おいて承認されたＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．４３２．２に準拠したものである。

２．上記国際勧告等に対する追加項目等

　 (1) 　本標準は上記ＩＴＵ－Ｔ勧告に対し、下記項目についての記述を変更または削除している。

　　 (a) 　6.1.2.2節、6.2.2.2節の「セルベースインタフェース」の記述の変更

　本項目を変更した理由：国内ＡＴＭ網はＳＤＨベースであること、ＳＢ参照点へのセルベース

の適用は不明であるため。

　　 (b)　6.1.4節の「電気インタフェース」の記述の変更と 6.1.4.1節から 6.1.4.6節の削除

　本項目を変更・削除した理由：国内のＴＢ参照点では光インタフェースを標準とすることにな

ったため。

　　 (c) 　6.1.5.2節の「マルチモードファイバ」の記述の削除

　本項目を削除した理由：国内のＴＢ参照点ではシングルモードファイバを標準とすることにな

ったため。

　　 (d)　6.2.4節の「電気インタフェース」の記述の変更

　本項目を変更した理由：国内のＴＢ参照点では光インタフェースを標準とすることになったた

め。

　　 (e) 　7.1.2節の「セルベースインタフェース」の記述の変更と 7.1.2.1節、7.1.2.2節の削除

　本項目を変更・削除した理由：国内ＡＴＭ網はＳＤＨベースであること、ＳＢ参照点へのセル

ベースの適用は不明であるため。

　　 (f) 　7.2.1.3節の「ＵＮＩ上のリジェネレータセクション誤り監視に関するＢ１」の記述の削除

　本項目を削除した理由：国内ではＢ１を使用しないため。

　　 (g) 　7.2.2節の「セルベースインタフェース」の記述の変更と 7.2.2.1節から 7.2.2.8節の削除

　本項目を変更・削除した理由：国内ＡＴＭ網はＳＤＨベースであること、ＳＢ参照点へのセル

ベースの適用は不明であるため。

　　 (h)　8.1.4.4 節の Table 7/I.432.2 の記述の変更（Ｆ１状態でＦＣ１、ＦＣ２、ＦＣ３、ＦＣ４の各イ

ベント受信時の上位レベルへ発行するプリミティブが原文ではＭＰＨ－ＤＩであるのをＰＨ－Ｄ

Ｉに変更）

本項目を変更した理由：原文の誤りのため。

　　 (i) 　8.2節の「セルベースインタフェース」の記述の変更と 8.2.2節から 8.2.4節の削除

本項目を変更・削除した理由：国内ＡＴＭ網はＳＤＨベースであること、ＳＢ参照点へのセル

ベースの適用は不明であるため。

　　 (j)　９章の「ユーザ・網インタフェースからＢ－ＮＴ１に対する給電」の記述の変更と９．１節か

ら９．４節の削除

　本項目を変更・削除した理由：国内ではユーザ・網インタフェースからＢ－ＮＴ１への給電を

行なわないため。
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３．改版の履歴 

 

版 数 制  定  日 改 版 内 容 

第１版  １９９７年 ４月２３日  ＪＴ－Ｉ４３２の廃止による制定 

第２版  ２０００年 ４月２０日  対応する国際勧告の改版に伴う修正 

 

４．工業所有権   

 本標準に関わる「工業所有権等の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧

になれます。 

 

５．その他 

  (1) ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３２（１９９３年４月２７日制定）は廃止となり、記載されていた内容は、

ＪＴ－４３２．１、ＪＴ－４３２．２に分割して記述されている。 

  (2)  以下の項目は本標準の継続検討課題である。 

   (a)  １５５５２０kbit/s におけるＵＮＩ物理媒体特性に関し、ＳＢ参照点におけるセルベースインタ

フェースの適用（6.1.2.2 節） 

   (b)  マイクロ同軸ケーブルの最大ＳＴＩ値（6.1.4.6 節） 

 (c)  ６２２０８０kbit/s におけるＵＮＩ物理媒体特性に関し、他のインタフェースの適用（6.2.1 節） 

   (d)  ６２２０８０kbit/s におけるＵＮＩ物理媒体特性に関し、ＳＢ参照点におけるセルベースインタ

フェースの適用（6.2.2.2 節） 

   (e)  ６２２０８０kbit/s におけるＵＮＩ物理媒体特性に関し、電気インタフェースの適用可能性

（6.2.4 節） 

   (f)  伝送コンバージェンスサブレイヤの転送能力に関し、ＳＢ参照点におけるセルベースインタフェ

ースの適用（7.1.2 節） 

   (g)  １５５５２０kbit/s インタフェースにおけるＪ１、Ｂ３、Ｃ２およびＧ１以外のＰＯＨオクテッ

トの使用（7.2.1.1 節） 

   (h)  ６２２０８０kbit/s インタフェースにおけるＪ１、Ｂ３、Ｃ２、Ｇ１およびＮ１以外のＰＯＨオ

クテットの使用（7.2.1.2 節） 

   (i)  Ｂ－ＵＮＩにおけるマルチプレクスセクション－ＡＩＳの適用性（7.2.1.3 節） 

   (j)  Ｊ０オクテットの必要性（7.2.1.3 節） 

   (k)  ループバックあるいはパスレイヤの通信チャネルのような付加機能（7.2.1.3.3 節） 

   (l)  Ｋ１とＫ２（１－５ビット）オクテットのＵＮＩ上での使用法（7.2.1.3.3 節） 

   (m)  伝送依存ＴＣ機能に関しＳＢ参照点におけるセルベースインタフェースの適用（7.2.2 節）  

   (n)  伝送パスが B-TE と B-ET の間で終端されるより一般的な保守状態遷移表（8.1.4 節）  

   (o)  ＯＡＭ運用上の機能について、セルベースインタフェースの適用（8.2 節） 

 (3)  参照している勧告・標準等 

ＴＴＣ標準  ：ＪＴ－Ｇ７０３、ＪＴ－Ｇ７０７、ＪＴ－Ｇ７８３、ＪＴ－Ｇ８２５、 

        ＪＴ－Ｇ９５７、ＪＴ－Ｇ９５８、ＪＴ－Ｉ３６１、ＪＴ－Ｉ４３２．１、 

        ＪＴ－Ｉ６１０ 

ＩＴＵ－Ｔ勧告：Ｉ．４３２．２、Ｇ．６５２、Ｇ．８２６ 

ＩＥＣ    ：８２５ 
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１．適用範囲

　本標準は、広帯域ＩＳＤＮユーザ・網インタフェース（ＵＮＩ）参照構成におけるＴＢおよびＳＢ参照点

において、光ファイバによって１５５５２０kbit/s および６２２０８０kbit/s でＡＴＭセルを転送する物理

レイヤ特性を規定する。最大距離は光ファイバの場合約２km である。ＳＢおよびＴＢ参照点のインタフェ

ースのための物理媒体の選択にあたっては、ユーザ機器への配線に望ましい媒体として光ファイバの適用

が合意されている。

　機能は物理媒体依存の部分と伝送コンバージェンスサブレイヤ毎に記述され、その記述にはＳＤＨベー

スとセルベースのフォーマットが含まれる。

　本標準を含む一連の標準で規定したＵＮＩの物理レイヤの機能とＮＮＩ（網ノードインタフェース）に

おいて将来規定される関連機能との間で、最大限の共通性が確保されることをねらいとしている。また、

実現にあたっては、端末機器の互換性も考慮すべきである。

２．背景

　一連のＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３２の中で、本標準の内容はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３２．１の内容と共に

以前は旧ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３２（１９９３年４月２７日制定）に記載されていた。 ＴＴＣ標準ＪＴ

－Ｉ４３２．１には、ＵＮＩにおける全ての広帯域ＩＳＤＮの伝送システムに関連する一般特性が記述さ

れている。

　本標準には、１５５５２０kbit/s および６２２０８０kbit/s で使用する伝送システムに特有の特性のみが

記述されている。この他のビットレートでの特性は、一連のＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３２の他の標準に記述

されている。

３．参照

　本標準において文中で参照している以下のＴＴＣ標準、ＩＴＵ－Ｔ勧告、その他の参照文献は、本標準

の規定を構成する内容を含んでいる。本標準出版の時点では、以下に示した版が有効である。全てのＴＴ

Ｃ標準、ＩＴＵ－Ｔ勧告、その他の参照文献は改版される可能性があるため、本標準の読者に対して、そ

れらの最新版が本標準に適用できるかどうか調査することを奨励する。現時点で有効な版についての一覧

表は、ＴＴＣ標準、ＩＴＵ－Ｔ勧告については定期的に発行されている。

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０３（１９８９）：ディジタルハイアラーキインタフェースの物理／電気的特性

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０７（１９９７）：同期ディジタルハイアラーキのＮＮＩ

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７８３（１９９８）：ＳＤＨ多重変換装置の警報系・切替系の動作

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ８２５（１９９６）：ＳＤＨ網のジッタ・ワンダ規定

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ９５７（１９９６）：ＳＤＨ多重系光インタフェース条件

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ９５８（１９９６）：ＳＤＨ多重系光伝送方式

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３６１（１９９９）：広帯域ＩＳＤＮ　ＡＴＭレイヤ仕様

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３２．１（２０００）：

広帯域ＩＳＤＮユーザ・網インタフェース物理レイヤ仕様、一般的特性

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ６１０（１９９９）：広帯域ＩＳＤＮの運用保守原則と機能

ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ．６５２（１９９７）：Characteristics of a single-mode optical fibre cable
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ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ．８２６（１９９９）：

Error performance parameters and objectives for international, constant bit rate digital paths at or above the

primary rate

  ＩＥＣ　８２５（１９９３）：Safety of laser products..

４．定義と略語

4.1　定義

　なし。

4.2　略語

　本標準では以下の略語が使用される。

AIS Alarm Indication Signal 警報表示信号

ATM Asynchronous Transfer Mode 非同期転送モード

AU Administrative Unit 管理ユニット

BER Bit Error Ratio ビットエラー率

BIP Bit Interleaved Parity ビットインターリーブドパリティ

B-ISDN Broadband Integrated Service Digital Network 広帯域サービス統合ディジタル網

B-NT1 broadband Network Termination1 広帯域網終端装置１

B-NT2 Broadband Network Termination2 広帯域網終端装置２

B-TE Broadband Terminal Equipment 広帯域端末装置

B-UNI Broadband User Network Interface 広帯域ユーザ・網インタフェース

CATV Community Antenna Television 共通アンテナテレビジョン

CEC Cell Error Control セル誤り制御

CMI Coded Mark Inversion ＣＭＩ符号形式

CRC Cyclic Redundancy Check 巡回冗長検査

EDC Error Detection Code 誤り検出符号

EMC Electromagnetic Compatibility 電磁環境両立性

EMI Electromagnetic Interference 電磁環境妨害

IEC  International Electrotechnical Commission 国際電気標準会議

LCD Loss of Cell Delineation セル同期喪失

LOF Loss of Frame フレーム同期喪失

LOM Loss of Maintenance Flow 保守フロー喪失

LOP Loss of Pointer ポインタ喪失

LOS Loss of Signal 信号喪失

LSB Least Significant Bit 最下位ビット

MSB Most Significant Bit 最上位ビット

MPH Management Physical Header マネジメント物理ヘッダ

NNI Network Node Interface 網・ノード間インタフェース

NRZ Non Return to Zero ノン・リターン・ゼロ

OAM Operations, Administration and Maintenance 運用管理保守

OCD Out of Cell Delineation セル同期はずれ

PL Physical Layer 物理レイヤ
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PL-OAM Physical Layer Operation,Administration and

Maintenance

物理レイヤＯＡＭ

POH Path Overhead パスオーバヘッド

PSN PL-OAM Sequence Number ＰＬ－ＯＡＭシーケンス番号

RDI Remote Defect Indication 対局劣化表示

REB Remote Errored Blocks 対局誤りブロック

REI Remote Error Indication 対局誤り表示

RS-RDI Regenerator Section Remote Defect Indication 中継セクションＲＤＩ

SDH Syncronous Digital Hierarchy 同期ディジタルハイアラーキ

SOH Section Overhead セクションオーバヘッド

STI Surface Transfer Impedance 表面伝送インピーダンス

STM Synchronous Transport Module 同期伝送モジュール

TP-AIS Transmission Path Alarm Indication Signal 伝送パスＡＩＳ

TP-FEBE Transmission Path Far End Bit Error 伝送パス遠端ブロック誤り情報

TP-RDI Transmission Path Remote Defect Indication 伝送パスＲＤＩ

TFV Terminal Failure Voltage 端末妨害電圧

UNI User Network Interface ユーザ・網インタフェース

VC Virtual Container バーチャルコンテナ

５．参照構成

　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３２．１を参照。

６．物理媒体サブレレイヤの特性

　以下の特性はＴＢおよびＳＢ参照点におけるインタフェースに適用される。

6.1　１５５５２０kbit/sにおけるＵＮＩ物理媒体特性

6.1.1　ビットレートとインタフェースの対称性

　インタフェースのビットレートは１５５５２０kbit/sである。そのインタフェースは対称であり、即ち、

ビットレートは双方向とも同一で１５５５２０kbit/s である。フリーランクロックモードの公称ビットレ

ートは１５５５２０kbit/sで、許容偏差±２０ppmである。

　光インタフェースを標準とする。

6.1.2　タイミング

6.1.2.1　ＳＤＨベース

　通常、送信タイミングは受信した網のクロックによるタイミングにロックされる。障害状態での許容値

は１５５５２０kbit/s±２０ｐｐｍである。

6.1.2.2　セルベース

　ＴＢ参照点にはセルベースインタフェースは適用しない。

　ＳＢ参照点におけるセルベースインタフェースの適用は、今後の検討課題である。

6.1.3　ジッタとワンダ

　Ｂ－ＵＮＩにおけるインタフェースの出力ジッタは、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ８２５に規定された限界値に
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従わなければならない。 

 

 Ｂ－ＵＮＩを有する機器（例えば、Ｂ－ＮＴ１、Ｂ－ＮＴ２、Ｂ－ＴＥ）で、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ８２

５およびＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ．９５８で規定された入力ジッタ許容偏差とジッタ転送仕様を満足する機器は、

出力ジッタがＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ８２５に規定された限界値に適合した時に正しい動作が保証される。 

 

6.1.4 電気インタフェース 

 国内のＴＢ参照点では電気インタフェースは適用しない。 

 ＳＢ参照点への適用は、今後の検討課題である。 

 

6.1.5 光インタフェース 

6.1.5.1 減衰量の範囲 

 インタフェース点ＩａとＩｂに関連する規定点は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ９５７に規定された測定参照点

ＳとＲに一致する。規定点ＳとＲ間の光伝送路減衰量は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ９５７に定義されている通

り０dBから７dBの範囲である。（６．１．５．５節参照） 

 

6.1.5.2 伝送媒体 

 伝送媒体は、各方向１本ずつの双方向伝送でＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ．６５２に従った２本のシングルモード

ファイバとする。 

 

6.1.5.3 伝送符号 

 伝送符号は、ノン･リターン･ゼロ（ＮＲＺ）である。  

 光論理レベルとの対応は、 

－ 発光状態で、２進“１” 

－ 消光状態で、２進“０” 

である。 

 消光比は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ９５７（Ｉ－１）に一致すること。 

 

6.1.5.4 使用波長 

 使用波長は、１３１０ｎｍ帯である。 

 

6.1.5.5 入出力ポートの特性 

 光パラメータは、 ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ９５７（Ｉ－１）に一致する。 

  

 インタフェース点ＩａとＩｂに関連する規定点は、 ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ９５７に規定された測定参照点

ＳとＲに一致する。光パラメータは、それらの規定点における送信器と受信器および規定点間の光伝送路

に対して規定される。すなわち、インタフェースのコネクタは、設置されたファイバの一部ではなく装置

の一部とみなされる。 

 

6.1.5.6 光コネクタ 

 Ｂ－ＮＴ１またはＢ－ＮＴ２におけるインタフェース点Ｉbの形態はソケットである。 

 Ｂ－ＴＥまたはＢ－ＮＴ２におけるインタフェース点Ｉaの形態は以下のいずれかである。 

(a) ソケット、すなわち、両端にプラグを装着したケーブルにより装置に対して網との接続がなされ
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るところ、または、

(b)　片端にプラグを装着した装置と一体となった接続コード

　図６－１／ＪＴ－Ｉ４３２．２を参照。

　　　　　　　　　　　　　　ソケット

Ｂ－ＮＴ１およびＢ－ＮＴ２におけるインタフェース点Ｉｂの形態

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソケット

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 プラグ

Ｂ－ＴＥおよびＢ－ＮＴ２におけるインタフェース点Ｉａの形態

図６－１／ＪＴ－Ｉ４３２．２　コネクタの種類

　　　　　　　　　　　　　　　　 (ITU-T I.432.2)

　

6.1.5.7　安全性の条件

　安全性の理由で、ＩＥＣ８２５クラス 1機器のパラメータを、障害状態においても超えてはならない。

6.2　６２２０８０kbit/sにおけるＵＮＩ物理媒体特性

　以下の特性はＴＢおよびＳＢ参照点に適用される。

6.2.1　ビットレートとインタフェースの対称性

　少なくとも片方向でのインタフェースのビットレートは６２２０８０kbit/s である。以下の可能なイン

タフェースがある。

(a)　片方向に６２２０８０kbit/s、もう片方向に１５５５２０kbit/sをもつ非対称のインタフェース

(b)　両方向に６２２０８０kbit/sをもつ対称のインタフェース

　注：他のインタフェースは今後の検討課題である。

　オプション(a)が選択された場合、１５５５２０kbit/s部分は６．１節の特性に整合しなければならない。

　フリーランクロックモードの公称ビットレートは６２２０８０kbit/sで、許容偏差±２０ｐｐｍである。

6.2.2　タイミング

6.2.2.1　ＳＤＨベース

　通常、送信タイミングは受信した網のクロックによるタイミングにロックされる。障害状態での許容値

は６２２０８０kbit/s±２０ｐｐｍである。
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6.2.2.2　セルベース

　ＴＢ参照点にはセルベースインタフェースは適用しない。

　ＳＢ参照点におけるセルベースインタフェースの適用は、今後の検討課題である。

6.2.3　ジッタとワンダ

　Ｂ－ＵＮＩにおけるインタフェースの出力ジッタは、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ８２５に規定された限界値に

従わなければならない。

　Ｂ－ＵＮＩを有する機器（例えば、Ｂ－ＮＴ１、Ｂ－ＮＴ２、Ｂ－ＴＥ）で、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ８２

５およびＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ．９５８で規定された入力ジッタ許容偏差とジッタ転送仕様を満足する機器は、

出力ジッタがＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ８２５に規定された限界値に適合した時に正しい動作が保証される。

6.2.4　電気インタフェース

　国内のＴＢ参照点では電気インタフェースは適用しない。

　ＳＢ参照点への適用は、今後の検討課題である。

6.2.5　光インタフェース

6.2.5.1　減衰量の範囲

　規定点ＳとＲの間の光伝送路減衰量は０ｄＢから７ｄＢの範囲である。（6.1.5.5節参照）

6.2.5.2　伝送媒体

　伝送媒体は、各方向１本ずつの双方向伝送でＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ.６５２に従った２本のシングルモードフ

ァイバとする。

6.2.5.3　伝送符号

　伝送符号は、ＮＲＺである。

　光論理レベルとの対応は、

－　発光状態で、２進“１”

－　消光状態で、２進“０”

である。

　消光比はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ９５７（Ｉ－４）に一致すること。

6.2.5.4　使用波長

　使用波長は、１３１０ｎｍ帯である。

6.2.5.5　入出力ポートの特性

　光パラメータは、 ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ９５７（Ｉ－４）に一致する。

　インタフェース点ＩａとＩｂに関連する規定点は、 ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ９５７に規定された測定参照点

ＳとＲに一致する。光パラメータは、それらの規定点における送信器と受信器および規定点間の光伝送路

に対して規定される。すなわち、インタフェースのコネクタは、設置されたファイバの一部ではなく装置

の一部とみなされる。
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6.2.5.6　光コネクタ

　Ｂ－ＮＴ１またはＢ－ＮＴ２におけるインタフェース点Ｉｂの形態はソケットである。

　Ｂ－ＴＥまたはＢ－ＮＴ２におけるインタフェース点Ｉａの形態は以下のいずれかである。

(a)　ソケット、すなわち、両端にプラグを装着したケーブルにより装置に対して網との接続がなされ

るところ、または

(b)　片端にプラグを装着した装置と一体となった接続コード

　図６－１／ＪＴ－Ｉ４３２．２参照。

6.2.5.7　安全性の条件

　安全性の理由で、ＩＥＣ８２５クラス１機器パラメータを、障害状態においても超えてはならない。

７．伝送コンバージェンスサブレイヤにおける機能

7.1　転送能力

7.1.1　ＳＤＨベース

7.1.1.1　１５５５２０kbit/sインタフェース

　ＡＴＭセル（ユーザ情報セル、シグナリングセル、ＯＡＭセル、アンアサインドセルおよび速度整合に

用いるセル）の有効最大ビットレートは１４９７６０kbit/s である。残り（５７６０kbit/s）は物理レイヤ

オーバヘッドにあてられる。

7.1.1.2　６２２０８０kbit/sインタフェース

　ＡＴＭセル（ユーザ情報セル、シグナリングセル、ＯＡＭセル、アンアサインドセルおよび速度整合に

用いるセル）の有効最大ビットレートは５９９０４０kbit/s である。残り（２３０４０kbit/s）は物理レイ

ヤオーバヘッドにあてられる。

7.1.2　セルベース

　セルベースインタフェースはＴＢ参照点には適用せず、ＳＢ参照点への適用は今後の検討課題である。

7.2　伝達特有ＴＣ機能

7.2.1　ＳＤＨベース

7.2.1.1　１５５５２０kbit/sインタフェース構造

　本インタフェースのビットストリームは、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０７に準拠した同期ディジタルハイア

ラーキ（ＳＤＨ）ベースの外部フレームを有し、図７－１／ＪＴ－Ｉ４３２．２に示している。ＳＤＨフ

レームの同期スクランブラの適用についてはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０７に示している。

　ＡＴＭセルストリームは、まずＣ－４に収容され、次にＶＣ－４パスオーバヘッドが付加されＶＣ－４

コンテナに収容されることになる（図７－１／ＪＴ－Ｉ４３２．２参照）。ＡＴＭセルの境界は、ＳＴＭ

－１オクテットの境界に整合されている。Ｃ－４容量（２３４０オクテット）は、セル長（５３オクテッ

ト）の整数倍ではないため、セルはＣ－４間の境界にまたがって存在することがある。
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　　　　　　　　　　　　　　　　伝送方向

３

１

５

　　ＳＴＭ－１　ＳＯＨ　構造

A1 A1 A1 A2 A2 A2 J0

B1

H1 Y Y H2 1* 1* H3 H3 H3

B2 B2 B2 K2

S1 M1

1*：全‘１’のオクテット

Y：1001SS11（Sビットは規定しない）

図７－１／ＪＴ－Ｉ４３２．２　　ＳＤＨベースのＵＮＩでの１５５５２０kbit/sフレーム構造

　　　　　　(ITU-T I.432.2)

２６１オクテット９オクテット

ＳＯＨ

ＡＵ－４　ＰＴＲ Ｊ１

Ｂ３

ＳＯＨ
Ｃ２

Ｇ１

ATMセル

53 ｵｸﾃｯﾄ

STM-1

VC-4

VC-4  POH

‥‥

‥‥‥‥

‥‥N1
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　ＡＵ－４ポインタ（ＳＯＨのＨ１、Ｈ２オクテット）はＶＣ－４の最初のオクテットを見つけるために

用いられる。パスオーバヘッド（ＰＯＨ）オクテットＪ１，Ｂ３，Ｃ２，およびＧ１が用いられる。ＰＯ

ＨオクテットＮ１は網事業者用に予約されており、広帯域ユーザ・網インタフェースでは定義されない。

残りのＰＯＨオクテットの使用については今後の検討課題とする。

　この標準では２進符号形式のすべての表現に対して、ビットは図７－２／ＪＴ－Ｉ４３２．２に示され

る様に左から右の伝送順序で、オクテット内で番号付けられる。

ＭＳＢ ＬＳＢ

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

　注：この図で用いられているビット番号は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３６１の慣例と異なっているが、ＴＴ

Ｃ標準ＪＴ－Ｇ７０７に従っている。

図７－２／ＪＴ－Ｉ４３２．２　オクテット中のビットの伝送順序

　　　　　　　　 　　　　(ITU-T I.432.2)

7.2.1.2　６２２０８０kbit/sインタフェース構造

　本インタフェースのビットストリームは、 ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０７に準拠したＳＤＨベースの外部

フレームを有する。特に、ＡＵ－４－４ｃ構造は、 ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０７に記載されているように

規定されており、図７－３／ＪＴ－Ｉ４３２．２に示している。ＳＤＨフレームの同期スクランブラの適

用についてはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０７に示されている。

ＡＴＭセルストリームは、まずＣ－４－４ｃに収容され、次にＶＣ－４－４ｃパスオーバヘッドが付加

されたＶＣ－４－４ｃコンテナに詰め込まれることになる（図７－３／ＪＴ－Ｉ４３２．２参照）。ＡＴ

Ｍセルの境界は、ＳＴＭ－４オクテットの境界に整合されている。Ｃ－４－４ｃ容量（９３６０オクテッ

ト）は、セル長（５３オクテット）の整数倍ではないため、セルはＣ－４－４ｃ間の境界にまたがって存

在することがある。

　ＡＵポインタはＶＣ－４－４ｃの最初のオクテットを見つけるために用いられる。ＰＯＨオクテットＪ

１，Ｂ３，Ｃ２およびＧ１が用いられる。ＰＯＨオクテットＮ１は網事業者用に予約されており、広帯域

ユーザ・網インタフェースでは定義されない。残りのＰＯＨオクテットの使用については今後の検討課題

である。

最後に

伝送される

ビット

最初に

伝送される

ビット
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 9×4 ｵｸﾃｯﾄ                ２６１×４ ｵｸﾃｯﾄ

図７－３／ＪＴ－Ｉ４３２．２　ＳＤＨベースのＵＮＩでの６２２０８０kbit/sフレーム構造

　　　　　　 (ITU-T I.432.2)

7.2.1.3　ＯＡＭ機能

　ＳＤＨ物理レイヤ機能（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０７にあげられている）に対する伝送オーバヘッドの割

当を表７－１／ＪＴ－Ｉ４３２．２に示す。これらオーバヘッドの使用法（例えばフレーム同期、ＡＵポ

インタ生成法／解釈法、ビットインタリーブパリティ（ＢＩＰ）コードの計算法など）はＴＴＣ標準ＪＴ

－Ｇ７０７及びＪＴ－Ｇ７８３の規定に準拠する。

対局劣化表示は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０７及びＪＴ－Ｇ７８３での定義に従う。

B2 B2B2 B2 B2 B2B2 B2 B2 B2B2 B2 K2

S1 M1

VC-4-4c

POH

SOH

SOH

AU ﾎﾟｲﾝﾀ

Ｊ １

Ｂ ３

Ｃ ２

Ｇ １

ATM ﾍﾟｲﾛｰﾄﾞ ： 599 040 kbit/s

固 

定 

ス 

タ 

ッ 

フ

固 

定 

ス 

タ 

ッ 

フ

固 

定 

ス 

タ 

ッ 

フ

9

ＳＴＭ－４ ＳＯＨ 構造

ＡＵ  ポインタ

ＡＴＭセル

５３  オクテット

B1

A1 A1A1 A1 A1 A1A1 A1 A1 A1A1 A1 A2 A2A2 A2 A2 A2A2 A2 A2 A2A2 A2 J0

Ｎ１
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表７－１／ＪＴ－Ｉ４３２．２　 Ｂ－ＵＮＩでのＳＤＨオーバヘッドオクテットの割当

               （ITU-T I.432.2）

オクテット 機　　　　能 コーディング（注１）

STM ｾｸｼｮﾝｵｰﾊﾞﾍｯﾄﾞ

Ａ１，Ａ２

Ｊ０（注７）

Ｂ１

Ｂ２

Ｈ１，Ｈ２

Ｈ３

Ｋ２（ビット６-８）

Ｍ１（注５）

Ｓ１（ビット５-８）

フレーム同期

ﾘｼﾞｪﾈﾚｰﾀｾｸｼｮﾝﾄﾚｰｽ

ﾘｼﾞｪﾈﾚｰﾀｾｸｼｮﾝ誤り監視（注２）

端局ｾｸｼｮﾝ誤り監視

ＡＵ－ＡＩＳ 、ＡＵ－４ポイン

タ

ポインタアクション

端局ｾｸｼｮﾝＡＩＳ（注６）

      ／端局ｾｸｼｮﾝＲＤＩ

ｾｸｼｮﾝ 誤り報告（ＲＥＩ）

同期状態

使用しない

BIP-２４ (１５５５２０kbit/s)

BIP-９６ (６２００８０kbit/s)

全‘１’

１１１

    ／１１０

Ｂ２誤り数計測

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０７参照

ＶＣパスｵｰﾊﾞﾍｯﾄﾞ

Ｊ１

Ｂ３

Ｃ２

Ｇ１（ビット１-４）

Ｇ１（ビット５）

アクセスポイントＩＤ／検証

パス誤り監視

パス信号ラベル

パス誤り報告（ＲＥＩ）

パスＲＤＩ

ＢＩＰ－８

ＡＴＭセル（注３）

Ｂ３誤り数計測

‘１’

　注１：ＯＡＭ機能の実現に関するオクテットコーディングのみ表す。

　注２：ＵＮＩ上のリジェネレータセクション誤り監視は行わず、Ｂ１は使用しない。

　注３：ＡＴＭセルペイロードを表示する信号ラベルのコードは 0001 0011とする。

　注４：表４－１／ＪＴ－Ｉ４３２．２のビット番号の付け方はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３６１の慣例とは異

なっているが、 ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０７に従っている。

　注５： ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０７の記法を使うと、使用すべきビットは１５５５２０kbit/s のインタフ

ェースの場合にはオクテットＳ（９，６，１）のビット２－８、６２２０８０kbit/s のインタフ

ェースの場合にはオクテットＳ（９，４，３）のビット２－８である。

　注６：Ｂ－ＵＮＩにおけるマルチプレクスセクション－ＡＩＳ（ＭＳ－ＡＩＳ）の適用性については今

後の検討課題である。

　注７：このオクテットの必要性は今後の検討課題である。

　

7.2.1.3.1保守信号

　物理レイヤの伝送故障の検出と場所の表示には２種類の保守信号が使用される。これらの信号とは次の

ものである。
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－　警報表示信号（ＡＩＳ）

－　遠隔故障表示（ＲＤＩ）

　これらは物理レイヤにおけるＳＤＨのセクションレイヤおよびパスレイヤの双方に適用される。ＡＩＳ

は障害が検出され、警報が発せられていることを送信方向の関連する終端点へ警告するのに使用される。

　ＲＤＩは障害が検出されたことを送信と反対方向の関連する終端点に警告するのに使用される。パスＲ

ＤＩは伝送路を通して障害が発生したことを送信と反対方向のパス終端点に対して警告する。

　これらの信号の使用は８章のＯＡＭ使用機能に記述する。

　ＡＩＳ及びＲＤＩの発生条件および検出条件はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０７及びＪＴ－Ｇ７８３に準拠す

る。

　

7.2.1.3.2　伝送品質監視

　ＵＮＩ上での伝送品質監視では伝送誤りの検出と報告を行う。品質監視はＳＤＨのセクションおよびパ

スに対して行われるが、これらはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ６１０に示された保守フローＦ２、Ｆ３にそれぞれ

対応する。

　ＳＤＨ端局セクション（Ｆ２フロー）においては、入力信号の監視はＢ２フィールドに挿入されるＢＩ

Ｐ－２４あるいはＢＩＰ－９６を使って行われる（それぞれ１５５５２０kbit/s のビットレートおよび６

２２０８０kbit/s のビットレートの場合に対応する）。出力信号の監視には遠端ブロック誤り情報（ＲＥ

Ｉ）が使用される。遠端においてＢＩＰの計算結果と入力信号Ｂ２値との比較で得られた誤り数はＭ１フ

ィールドに挿入し折り返し送信され、近端のセクション端点に対し出力信号の誤り特性を表すＲＥＩとし

て通知される。

　ＳＤＨ端局セクションと同様に、ＳＤＨパス（Ｆ３フロー）でも、入力信号の監視はＢ３オクテットの

ＢＩＰ－８を使って行われる。出力信号の監視はＧ１オクテットの１－４ビットの上位のパスＲＥＩを使

用して行われる。

　ＵＮＩ上のリジェネレータセクションの監視（Ｆ１フロー）は行わない。

　ＢＩＰとＲＥＩの生成及び検出はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７０７及びＪＴ－Ｇ７８３において述べられる。

7.2.1.3.3　制御情報通信

　ＵＮＩ上ではセクションレイヤの通信チャネルとオーダワイヤは必要なく提供されない。

　ループバック（あるいはそれと等価的な機能）あるいはパスレイヤの通信チャネルのような付加機能は

今後の検討課題である。

　自動切替として使われるＫ１とＫ２（１－５ビット）オクテットのＵＮＩ上での使用法は今後の検討課

題である。
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7.2.2　セルベース

　セルベースインタフェースの物理レイヤは、ＴＢ参照点には適用しない。なお、ＳＢ参照点への適用につ

いては今後の検討課題である。

7.3　ＡＴＭ特有ＴＣ機能

　ＡＴＭセルフォーマット、ヘッダ誤り制御、セル同期、スクランブリングとアイドルセルに関する情報

は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３２．１を参照。

８．ＯＡＭ運用上の機能

8.1　ＳＤＨベース

8.1.1　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７８３における信号定義

　保守に関する信号を以下に規定する。

　ＬＯＳ，ＬＯＦ，ＬＯＰの表示は機能装置内で生成される。

　ＭＳ－ＡＩＳ、ＡＵ－ＡＩＳ、ＭＳ－ＲＤＩ、ＨＰ－ＲＤＩはＢ－ＵＮＩ上で送受信される信号である。

（表７－１／ＪＴ－４３２．２　注 6を参照）。

ＳＤＨベースの障害の検出は、ＪＴ－Ｇ７８３に従う。

8.1.2　セル同期信号

　セル同期はずれ（ＯＣＤ）　－　ＯＣＤ異常はセル同期過程が稼働状態である間に、同期状態からハン

チング状態に遷移するときに発生する（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３２．１図７－３参照）。ＯＣＤ異常は前

同期状態から同期状態に遷移したとき（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３２．１図７－３参照）か、ＯＣＤ異常が

持続しＬＣＤ保守状態に移った時（下記参照）に終了する。

　セル同期喪失（ＬＣＤ）　－　ＬＣＤ欠陥はＯＣＤ異常（前記参照）がＸミリ秒持続した時に発生する。

ＬＣＤ欠陥はセル同期過程（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３２．１図７－３参照）で継続的なＸミリ秒間同期状

態が持続した時に終了する。ＳＤＨベースのＵＮＩにおいてＸの値は０から４である。

　注：Ｘの値を０にすることは、ＯＣＤとＬＣＤ信号状態は等価であり、旧ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３２

（１９９３年４月２７日制定）で用いられるＬＯＣ（セル同期はずれ）と等しい。

8.1.3　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７８３で定義される保守信号

　ＭＳ－ＡＩＳ，ＡＵ－ＡＩＳ，ＭＳ－ＲＤＩ，ＨＰ－ＲＤＩの生成及び検出はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７８

３による。

8.1.4　保守状態遷移表

　この節はＢ－ＮＴ２／Ｂ－ＴＥとＢ－ＥＴ間を伝送パスで接続する広帯域アクセスに適用する。伝送パ

スが B-TEと B-ETの間で終端される、より一般的な例は今後の課題である。

　インタフェースのユーザ側と網側は、検出することができた個々の障害に関連するレイヤ１の状態をお

互いに通知し合わなければならない。
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 このため、ユーザ側と網側の二つの状態遷移表が定義される。ユーザ側での状態（Ｆ状態）は 8.1.4.1節

に定義され、網側での状態（Ｇ状態）は 8.1.4.2節に定義される。それらの状態遷移表は、8.1.4.4節に定義

される。 

 

 網側、あるいは網側とユーザ側の間で発生したＦＣ１からＦＣ４までの障害状態は、図８－１／ＪＴ－

Ｉ４３２．２で定義される。これらの障害状態は、ＦとＧ状態に直接影響を及ぼす。これらの障害状態の

情報は、前節に定義された信号形式でユーザ側と網側との間で交換される。 

 

 注１：インタフェースのユーザ側と網側の運用保守（システムの応答，ユーザと網に関連する情報）に

必要な安定状態のみ定義される。Ｆ７とＧ１３の電源オン／オフ過渡状態を除き、障害情報の検

出に関してその過渡状態は考慮されない。 

 注２：ユーザは網での故障の場所を知る必要はない。ユーザはレイヤ１サービスのアベイラビリティと

継続性を通知されなければならない。 

 注３：ユーザは隣接したセクションのそれぞれの方向に関連した品質についての全ての情報を有する。

このセクションにおける品質監視はユーザの責任である。 
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X

X X

X

ＦＣ２

ＦＣ４

ＦＣ３

ＦＣ１

Ｂ－ＮＴ２

/
Ｂ－ＴＥ

Ｂ－ＮＴ１
Ｂ－ＥＴ

障害状態の位置

障害状態 定　　　義

ＦＣ４ 　インタフェースの上り方向の障害

ＦＣ２ 　インタフェースの下り方向の障害

ＦＣ３ 　アクセスディジタルセクションの下り方向の障害

ＦＣ１ 　アクセスディジタルセクションの上り方向の障害

X

X

ＦＣ２

ＦＣ４

X
ＦＣ２

X
ＦＣ４

X

X
ＦＣ３

ＦＣ１

セクション セクション

パス

Ｂ－ＮＴ２

Ｂ－ＴＥ

Ｂ－ＮＴ１ Ｂ－ＥＴ/

　　　　　　　　　　　　　

図８－１／ＪＴ－Ｉ４３２．２　障害状態とセクション，パスの保守信号の動作範囲

                （ITU-T I.432.2）

8.1.4.1　インタフェースのユーザ側におけるレイヤ１状態

Ｆ０状態　：　ユーザ側における電源オフ

　一般にＴＥは、信号の送受信ができない。

Ｆ１状態　：　運用状態

(1)　網タイミングとレイヤ１サービスが利用できる。

(2)　ユーザ側は、動作フレームを送信かつ受信する。

Ｆ２状態　：　障害状態１

(1)　この障害状態は、ＦＣ１障害状態に相当する。

(2)　網タイミングは、ユーザ側において利用できる。

(3)　ユーザ側は、動作フレームを送信する。

(4)　ユーザ側は、ＨＰ－ＲＤＩ表示を含むフレームを受信する。

Ｆ３状態　：　障害状態２

(1)　この障害状態は、ＦＣ２且つ（ＦＣ１またはＦＣ３またはＦＣ４）障害状態に相当する。

(2)　網タイミングは、ユーザ側において利用できない場合がある。
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(3)　ユーザ側は、ＬＯＳ、ＬＯＦ、ＭＳ－ＡＩＳ、ＡＵ－ＡＩＳ、ＡＵ－ＬＯＰ、ＬＣＤを検出する。

(4)　ユーザ側は、ＭＳ－ＲＤＩとＨＰ－ＲＤＩ表示を含むフレームを送信する。

Ｆ４状態　：

(1)　この障害状態は、ＦＣ３または（ＦＣ１且つＦＣ３）障害状態に相当する。

(2)　網タイミングは、ユーザ側において利用できない場合がある。

(3)　ユーザ側は、ＡＵ－ＡＩＳまたはＬＣＤを検出する。

(4)　ユーザ側は、ＨＰ－ＲＤＩ表示を含むフレームを送信する。

Ｆ５状態　：　障害状態４

(1)　この障害状態は、ＦＣ４または（ＦＣ１且つＦＣ４）障害状態に相当する。

(2)　網タイミングは、ユーザ側において利用できる。

(3)　ユーザ側は、動作フレームを送信する。

(4)　ユーザ側は、ＭＳ－ＲＤＩとＨＰ－ＲＤＩ表示を含むフレームを受信する。

Ｆ６状態　：

(1)　この障害状態は、（ＦＣ３且つＦＣ４）または（ＦＣ３且つＦＣ４且つＦＣ１）障害状態に相当

する。

(2)　網タイミングは、ユーザ側において利用できない場合がある。

(3)　ユーザ側は、ＭＳ－ＲＤＩとＨＰ－ＡＩＳを含むフレームを受信する。

(4)　ユーザ側は、ＨＰ－ＲＤＩを含むフレームを送信する。

Ｆ７状態　：　電源オン状態

　これは過渡状態であり、ユーザ側は信号の受信を検出した後、その状態を変化させても良い。

8.1.4.2　インタフェースの網側におけるレイヤ１状態

Ｇ０状態　：　網側における電源オフ

　一般にＢ－ＮＴ１は、いかなる信号も送受信できない。

Ｇ１状態　：　運用状態

(1)　網タイミングとレイヤ１サービスが利用できる。

(2)　網側は、動作フレームを送信かつ受信する。

Ｇ２状態　：　障害状態１

(1)　この障害状態は、ＦＣ１障害状態に相当する。

(2)　網タイミングは、ユーザ側へ供給される。

(3)　アクセス網内でのパス終端装置はＬＯＳまたはＬＯＦまたはＡＵ－ＬＯＰまたはＡＵ－ＡＩＳま

たはＭＳ－ＡＩＳを検出する。

(4)　網側は、ＨＰ－ＲＤＩ表示を含むフレームを送信する。

Ｇ３状態　：　障害状態２

(1)　この障害状態は、ＦＣ２障害状態に相当する。

(2)　網タイミングは、ユーザ側において利用できない。
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(3)　網側は、動作フレームを送信する。

(4)　網側は、ＭＳ－ＲＤＩとＨＰ－ＲＤＩ表示を含むフレームを受信する。

Ｇ４状態　：　障害状態３

(1)　この障害状態は、ＦＣ３障害状態に相当する。

(2)　網タイミングは、ユーザ側へ供給されない。

(3)　Ｂ－ＮＴ１は、アクセス網からＬＯＳまたはＬＯＦまたはＭＳ－ＡＩＳまたはＡＵ－ＡＩＳを検

出する。

(4)　網側は、ＡＵ－ＡＩＳを送信する。

(5)　網側は、ＨＰ－ＲＤＩ表示を含むフレームを受信する。

Ｇ５状態　：

(1)　この障害状態は、ＦＣ１または（ＦＣ２且つＦＣ４）障害状態に相当する。

(2)　網側は、ユーザ側にＭＳ－ＲＤＩとＨＰ－ＲＤＩ表示を含むフレームを送信する。

Ｇ６状態　：

(1)　この障害状態は、ＦＣ１且つＦＣ２障害状態に相当する。

(2)　網タイミングは、ユーザ側において利用できない。

(3)　網側は、ＨＰ－ＲＤＩ表示を含むフレームを送信する。

(4)　Ｂ－ＮＴ１は、ユーザ側からＭＳ－ＲＤＩとＨＰ－ＲＤＩ表示を受信する。

Ｇ７状態　：

(1)　この障害状態は、ＦＣ１且つＦＣ３障害状態に相当する。

(2)　網タイミングは、ユーザ側において利用できない。

(3)　網側は、ＡＵ－ＡＩＳ表示を含むフレームを送信する。

(4)　網側は、ＨＰ－ＲＤＩ表示を含むフレームを受信する。

Ｇ８状態　：

(1)　この障害状態は、（ＦＣ１且つＦＣ４）または（ＦＣ１且つＦＣ２且つＦＣ４）障害状態に相当

する。

(2)　網側は、ユーザ側にＭＳ－ＲＤＩとＨＰ－ＲＤＩ表示を含むフレームを送信する。

Ｇ９状態　：

(1)　この障害状態は、ＦＣ２且つＦＣ３障害状態に相当する。

(2)　網タイミングは、ユーザ側において利用できない。

(3)　網側は、ＡＵ－ＡＩＳを含むフレームを送信する。

(4)　網側は、ＭＳ－ＲＤＩとＨＰ－ＲＤＩ表示を含むフレームを受信する。

Ｇ１０状態　：

(1)　この障害状態は、（ＦＣ３且つＦＣ４）または（ＦＣ２且つＦＣ３且つＦＣ４）障害状態に相当

する。

(2)　網タイミングは、ユーザ側に供給されない。

(3)　網側は、ユーザ側へＡＵ－ＡＩＳとＭＳ－ＲＤＩ表示を含むフレームを送信する。
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Ｇ１１状態　：

(1)　この障害状態は、ＦＣ１且つＦＣ２且つＦＣ３障害状態に相当する。

(2)　網タイミングは、ユーザ側において利用できない。

(3)　網側は、ユーザ側へＡＵ－ＡＩＳを送信する。

(4)　網側は、ＭＳ－ＲＤＩを含むフレームを受信する。

Ｇ１２状態　：

(1)　この障害状態は、（ＦＣ１且つＦＣ３且つＦＣ４）または（ＦＣ１且つＦＣ２且つＦＣ３且つＦ

Ｃ４）障害状態に相当する。

(2)　網タイミングは、ユーザ側において利用できない。

(3)　網側は、ユーザ側へＡＵ－ＡＩＳとＭＳ－ＲＤＩを含むフレームを送信する。

Ｇ１３状態　：　電源オン状態

　これは過渡状態であり、網側は信号の受信を検出した後、その状態を変化させても良い。

8.1.4.3　プリミティブの表記

　以下のプリミティブは物理媒体に依存するレイヤとマネジメントエンティティとの間で使用されるべき

である。（マネジメント物理ヘッダ（ＭＰＨ）プリミティブ）

ＭＰＨ－ＡＩ　　＝　　ＭＰＨ－起動表示

（障害復旧、及び初期化の情報として使用される。）

ＭＰＨ－ＤＩ　　＝　　ＭＰＨ－停止表示

ＭＰＨ－ＥＩｎ　＝　　ＭＰＨ－エラー表示　：　パラメータｎ付

（ｎは報告されたエラーに関する障害状況を定義するパラメータ）

ＭＰＨ－ＣＩｎ　＝　　ＭＰＨ－復旧表示　：　パラメータｎ付

（ｎは報告された復旧に関する障害状況を定義するパラメータ）

8.1.4.4　状態遷移表

インタフェースのユーザ側のレイヤ１状態に対する運用上の機能は表８－１／ＪＴ－Ｉ４３２．２で定

義され、網側は表８－２／ＪＴ－Ｉ４３２．２で定義される。

表８－１／ＪＴ－Ｉ４３２．２、表８－２／ＪＴ－Ｉ４３２．２で使用されるシンボルの説明を以下に

示す。

　　　　　　　　　存在しない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　状態変化なし

　　　　　　　　　状態

　　　　Ｘ　　　　上位レベルへＸを発行する。　　　　　　　　　　　検出不可能

　　　　Ｙ　　　　ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄﾌﾟﾘﾐﾃｨﾌﾞＹを発行する。　　　ｎ．ｄ．ｐ　（もとの状態のまま）

　　Ｆ／Ｇ　ｚ　　状態Ｆ／Ｇ　ｚへ移る。
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Ｆ
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ス
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ば
Ｌ
Ｃ
Ｄ
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、
結
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し
て
生
ず
る
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ア
ク
シ
ョ
ン
は
Ｇ
－
状
態
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な
い
。
な
ぜ
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障
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網
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な
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あ
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従
っ
て
、
状
態
変
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は
生
じ
な
い
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8.2　セルベース

　前節（８．１節）のセルベースインタフェースへの適用は今後の検討課題である。

９．給電

ユーザ・網インタフェースからＢ－ＮＴ１に対する給電は行わない。



　　　　　第２版　作成協力者（２０００年１月２５日）

　　第二部門委員会

委員長 岡田  忠信 日本電信電話（株）

副委員長 竹之内　雅生 ＫＤＤ（株）

副委員長 見持　博之 （株）日立製作所

委員 山越  豊彦 東京通信ネットワーク（株）

委員 貝山  明 ＮＴＴ移動通信網（株）

委員 森　文男 （株）エヌ・ティ・ティ・データ

委員 萩原　啓司 住友電気工業（株）

委員 柳田　達哉 ノーテル　ネットワークス（株）

委員 稲見  任 富士通（株）

委員 田中　信吾 （財）電気通信端末機器審査協会

委員 青柳　慎一 WG2-1委員長・日本電信電話（株）

委員 加藤  周平 WG2-1副委員長・沖電気工業（株）

委員 飛田  康夫 WG2-1副委員長・三菱電機（株）

委員 小林　敏晴 WG2-2委員長・ＫＤＤ（株）

委員 保村  英幸 WG2-2副委員長・西日本電信電話(株)

委員 河合　淳夫 WG2-3委員長・（株）日立製作所

委員 杉山  秀紀 WG2-3副委員長・日本アイ・ビー・エム（株）

委員 富久田  孝雄 WG2-3副委員長・日本電気（株）

委員 三浦  章 WG2-4委員長・日本電信電話（株）

委員 松田　雅之 WG2-4副委員長・ＫＤＤ（株）

委員 竹内  宏則 WG2-4副委員長・松下通信工業（株）

委員 三宅  功 WG2-5委員長・日本電信電話（株）

委員 加藤  聰彦 WG2-5副委員長・ＫＤＤ（株）

委員 中牧　恭一 WG2-5副委員長・沖電気工業（株）

委員 前田  洋一 WG2-B-ISDN委員長・日本電信電話（株）

　　　　　　　　               （注）　WG2-xx　：第二部門委員会　第 xx（xx 特別）専門委員会



　　第二部門委員会　第五専門委員会

委員長 三宅  功 日本電信電話（株）

副委員長 加藤  聰彦 ＫＤＤ（株）

副委員長 中牧　恭一 沖電気工業（株）

委員 池田  拓郎 宇宙通信（株）

委員 岡部　篤人 ＫＤＤ（株）

委員 赤鹿　勝寛 第二電電（株）

委員 松丸  慶 東京通信ネットワーク（株）

委員 栗林　洋志 日本テレコム（株）

特別専門委員 石井  比呂志 SWG2リーダ・日本電信電話（株）

委員 森田  直孝 日本電信電話（株）

委員 内川  亘 大阪メディアポート（株）

委員 鈴木　政好 安藤電気（株）

委員 松本  尚 アンリツ（株）

委員 宮下　慎一 大倉電気（株）

委員 田代　隆夫 沖電気工業（株）

特別専門委員 松沼  敬二 SWG1リーダ・沖電気工業（株）

委員 塚本  隆博 キヤノン（株）

委員 勝海  繁範 住友電気工業（株）

委員 古木  靖二 （株）大興電機製作所

委員 野上　和男 （株）東芝

委員 森住　哲也 東洋通信機（株）

委員 寺内  進 日本アイ・ビー・エム（株）

委員 中島  英規 日本ルーセント・テクノロジー（株）

委員 永野　宏 日本電気（株）

特別専門委員 赤田  正雄 SWG4リーダ・日本電気（株）

委員 小熊  弘 日本無線（株）

委員 中島  己範 日本ユニシス（株）

委員 外山　貴章 （株）日立製作所

委員 細田  雅明 富士通（株）

特別専門委員 宗宮  利夫 SWG3リーダ・富士通（株）

委員 鈴木  弘喜 松下通信工業（株）

委員 川口　さち子 松下電器産業（株）

委員 矢野  雅嗣 三菱電機（株）

委員 藤井　孝則 （株）リコー

委員 今井　雅史 中部電力（株）

委員 田澤　俊二 （財）電気通信端末機器審査協会

委員 藤川　五郎 東京電力（株）

委員 濱井　龍明 (株)京セラDDI未来通信研究所

事務局 中村　剛万 ＴＴＣ第２技術部



　　ＪＴ－Ｉ４３２．２　検討グループ　（ＳＷＧ２）

リーダ*1 石井  比呂志 日本電信電話（株）

特別専門委員 鎌田  康治 ＫＤＤ（株）

委員 松本  尚 アンリツ（株）

特別専門委員 田中  隆香行 沖電気工業（株）

委員 塚本  隆博 キヤノン（株）

特別専門委員 鈴木　享 （株）大興電機製作所

特別専門委員 池田  克彦 （株）東芝

特別専門委員 深野  真輝 日本電気（株）

特別専門委員 藤田  利彦 （株）日立製作所

特別専門委員 森脇  紀彦 （株）日立製作所

特別専門委員 滝澤  雄二 富士通（株）

特別専門委員 小泉  直子 三菱電機（株）

委員 藤井  孝則 （株）リコー

　　　　　　　　　　＊１：特別専門委員


	　　



